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シェアドマイクロモビリティの車両再配置
背景

シェアドマイクロモビリティは、利用者が自由に返却場所(ステー
ション)を決めるため、時間の経過とともに各ステーションの車両
数に偏りが生じる。その結果、利用者が利用したいステーション
に車両が無い状態になる。このような機会損失をなくすためには
車両の再配置が必要。

目的
収益の最大化

 収入(利用料)の最大化
 配置コストの最小化

課題
車両の利用実績データに基づいて以下を求める。
全車両を、いつ・どこに・何台配備すべきか？
１日に何回再配備をすべきか？
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利用するデータ（公開データ）
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項目 内容
Ride ID 移動のID

Rideable type 車両の種別
Started at 出発時刻
Ended at 到着時刻

Start station ID 出発したステーションの
End station ID 到着したステーションのID
Start latitude 出発地の緯度

Start longitude 出発地の経度
End latitude 到着地の緯度

End Longitude 到着地の経度
Member or casual ride 利用者の種別
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